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〈はじめに〉Gruoup B Streptococcus（以下 GBS） 

は, 新生児の髄膜炎や敗血症の起炎菌として重要で 

あり, 感染形態は垂直感染が多いとされている。 

2006 年に当院 NICU へ入院となった新生児 GBS 感染 

症 3 例について報告する。 

〈症例 1〉在胎 35 週 2 日, 男児。母体膣分泌物 GBS 

（－）。出生後より多呼吸がみられ, 呼吸障害を主訴 

に当院入院となる。入院時の血液, 鼻咽頭粘液, 気 

管内吸引物より GBSⅠa型が検出された。 

〈症例 2〉在胎 31 週, 男児。母体の GBS 未検査。早 

産・低出生体重児・呼吸不全のため, 出生後すぐに 

当院入院となる。入院時の鼻咽頭粘液, 気管内吸引 

物, 臍より GBSⅠb型が検出された。 

〈症例 3〉在胎 38 週 5 日, 女児。母体膣分泌物 GBS 

（－）。出生 6 時間後より発熱と多呼吸がみられた。 

発熱の持続・CRP の上昇・哺乳不良のため当院入院 

となった。入院時の血液, 鼻咽頭粘液, 臍, 便より 

GBSⅠa型が検出された。 

〈考察〉GBS は 10 種類の血清型に分類される。早発 

型新生児感染症ではⅠa型・Ⅰb型・Ⅲ型・JM9 型が 

多いと報告されている。今回当院で検出された株の 

血清型はⅠa型とⅠb 型であった。 また, スクリーニ 

ングを施行されていた 2症例で GBS は検出されてい 

なかったが, 早発型新生児感染症であるため, 垂直 

感染が疑われた。 

現在, 新生児感染症発症予防のため, 妊婦の保菌株 

や新生児発症株の血清型とその病原性の関連につい 

ての検討が行われている。今後も, 新生児より検出 

された株の血清型を検査することで, 新生児感染症 

発症予防の検討に貢献できるのではないかと考える。 
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